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公益財団法人げんでんふれあい福井財団は、�
福井県の文化振興とふれあいとゆとりのある地
域づくりに寄与することを目的に、県民の皆様
との絆を大切にした広報誌を目指します。
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表紙の説明『前川神社の春祭り』（若狭町）

若狭町南前川に鎮座する
前川神社は、大同元年（806
年）に大津市坂本の日吉山
王宮より勧請された「サン
ノウサン」とも呼ばれる古
社。毎年4月14日に行わ
れる、春季例大祭は、王の
舞や獅子舞などの奉納はあ
りませんが、主当（主当屋）・
脇当（脇当屋）などの古い当屋制（宮座制度）を今に伝えています。
ミコリカキ・ユリワ・大御幣などの役割があり、「オサルサン」と
も呼ばれる「ショット」役の二人の少年は民俗学上憑坐を意味する
「ヒトツモノ」を表し、古代から中世に及ぶ奥ゆかしい祭礼の一面
がうかがわれます。� （写真撮影:吉田俊雄さん）
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『
若
狭
路
の
王
の
舞

　
　
　
中
世
の
芸
能
を
伝
え
る
祭
り
』
の
刊
行

ス
ポ
ッ
ト

若
狭
路
文
化
研
究
所
（
多
仁
照
廣
所
長
）
は
、
げ
ん
で
ん

ふ
れ
あ
い
福
井
財
団
の
助
成
を
受
け
て
、
若
狭
路
（
福
井
県

嶺
南
地
域
）
の
神
社
の
祭
り
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
き
た
民
俗

芸
能
の
「
王お

の
舞ま

い

」
に
つ
い
て
と
り
ま
と
め
た
『
若
狭
路
の

王
の
舞　

︱
中
世
の
芸
能
を
伝
え
る
祭
り
︱
』
を
、
若
狭
路

文
化
叢
書
第
20
集
と
し
て
、
令
和
７
年
３
月
に
刊
行
し
ま
し

た
（
Ａ
４
横
長
、
86
頁
、
発
売
元
岩
田
書
院
）。

若
狭
路
で
「
オ
ノ
マ
イ
」
と
か
「
オ
ノ
マ
イ
さ
ん
」
と
呼

ば
れ
る
王
の
舞
は
、
獅
子
舞
や
田
楽
な
ど
と
と
も
に
、
平
安

末
期
か
ら
鎌
倉
期
に
か
け
て
、
都
の
祭
礼
を
に
ぎ
わ
し
て
い

た
芸
能
で
す
。
８
０
０
年
以
上
も
前
の
芸
能
が
今
な
お
上
演

さ
れ
続
け
て
い
る
若
狭
路
の
王
の
舞
や
そ
の
祭
り
は
、
生
き

た
芸
能
史
の
史
料
と
し
て
、
全
国
的
に
み
て
も
非
常
に
貴
重

な
無
形
民
俗
文
化
財
と
し
て
注
目
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
少
子
高
齢
化
や
過
疎
化
等
に
よ
り
、
そ
の
伝
承
は
年
々

難
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

本
書
で
は
、
ま
ず
、
全
日
本
写
真
連
盟
福
井
県
本
部
会
員

の
吉
田
俊
雄
さ
ん
が
撮
影
し
た
美
し
い
写
真
で
54
頁
の
グ
ラ

ビ
ア
ペ
ー
ジ
を
構
成
し
、
若
狭
路
の
王
の
舞
と
そ
の
祭
り
の

様
子
を
生
き
生
き
と
紹
介
し
ま
す
。
そ
し
て
、
若
狭
路
文
化

研
究
所
副
所
長
の
垣
東
敏
博
さ
ん
が
、
若
狭
路
の
王
の
舞
と

そ
の
祭
り
の
特
色
や
歴
史
等
に
つ
い
て
解
説
を
加
え
て
い
ま

す
。
又
、
10
頁
に
わ
た
る
詳
細
な
参
考
文
献
一
覧
も
収
録
さ

れ
、
本
書
は
、
王
の
舞
の
見
学
・
撮
影
・
調
査
・
研
究
等
の

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
し
て
活
用
で
き
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

若狭路の王の舞　中世の芸能を伝える祭り

本
書
の
刊
行
は
、
若
狭
路
の
王
の
舞
や
そ
の
祭
り
の
価
値

や
魅
力
に
つ
い
て
広
く
理
解
さ
れ
る
た
め
だ
け
で
な
く
、
こ

れ
か
ら
の
保
存
・
継
承
を
考
え
る
う
え
で
も
役
立
つ
、
貴
重

な
資
料
と
な
る
で
し
ょ
う
。
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一
般
の
部
（
応
募
作
品
１
２
８
３
編
）

　
　
▽《
最
優
秀
賞
》
木
村 

留
奈（
京
都
府
）「
六
十
年
後
に
ま
た
会
う
日
ま
で
」

　
　
▽《
優
秀
賞
・
げ
ん
で
ん
ふ
れ
あ
い
福
井
財
団
賞
》
渡
辺 

誠
二（
福
岡
県
）「
機
窓
か
ら
」

　
　
▽《
優
秀
賞
・
福
井
新
聞
社
賞
》
髙
尾 

光
秀（
福
岡
県
）「
祖
父
の
詫
び
状
」

　
　
▽《
優
秀
賞
・
福
井
仁
愛
学
園
賞
》
若
菜 

友
里
香（
東
京
都
）「
喫
茶
店
の
扉
」

　
　
▽《
優
秀
賞
・
Ｕ
30
賞
》
該
当
な
し

　
　
▽《
優
秀
賞
・
実
行
委
員
会
賞
》
横
山 

恵
津
美（
愛
知
県
）「
家
族
の
時
間
」

高
校
生
の
部
（
応
募
作
品
３
１
３
８
編
）

　
　
▽《
最
優
秀
賞
》
竹
内 

唯
紗（
福
井
県
）「
書
く
」

　
　
▽《
優
秀
賞
・
げ
ん
で
ん
ふ
れ
あ
い
福
井
財
団
賞
》
笹
野 

京
愛（
福
井
県
）

�

「
笑
う
よ
う
に
、
歌
う
よ
う
に
。」

　
　
▽《
優
秀
賞
・
福
井
新
聞
社
賞
》
藤
島 

樹
里（
宮
城
県
）「
た
い
焼
き
」

　
　
▽《
優
秀
賞
・
福
井
仁
愛
学
園
賞
》
橋
谷 

啓
人（
福
井
県
）「
数
十
分
の
出
来
事
」

　
　
▽《
優
秀
賞
・
実
行
委
員
会
賞
》
高
橋 

伶
奈（
北
海
道
）「
実
家
の
匂
い
」

　
　
▽《
優
秀
賞
・
実
行
委
員
会
賞
》
上
井 

颯
月（
大
阪
府
）「
ギ
タ
ー
」

　
　
▽《
佳
作
》
砂
田 
一真
莉（
福
井
県
）「
看
護
体
験
」

　
　
▽《
佳
作
》
吉
住 
恒
思（
東
京
都
）「
こ
こ
に
は
、
な
に
も
な
い
」

　
　
▽《
佳
作
》
木
下 

望
杏（
福
井
県
）「
霜
月
の
リ
ス
タ
ー
ト
」

　
　
▽《
佳
作
》
黒
田 

佳
奈（
福
井
県
）「
絵
手
紙
」

　
　
▽《
奨
励
賞
》

　
　
　
金
森 

爽
、
大
久
保 

光
蕾
、
山
田 
絢
香
、
松
村 

郁
弥
、

　
　
　
川
崎 

麻
尋
、
坂
下 

美
和
、
田
中 

壬
凰
、
辻
本 
璃
和
、

　
　
　
川
端 

花
和
、
中
山 

優
希
、
鈴
木 

実
弥（
福
井
県
）

　
　
　
中
村 

紗
綾（
北
海
道
）

　
　
　
金 

鎮
河
、
本
中
野 

彰
、
原
薗 

歩
未
、

　
　
　
井
川
ス
テ
ラ
、
鈴
木 

志
門（
東
京
都
）

　
　
　
櫛
部 

晋
伝
、
田
川 

琳
子（
大
阪
府
）

　
　
　
友
成 

彩
由
花（
徳
島
県
）

　
　
▽《
学
校
賞
》

　
　
　
仁
愛
女
子
高
等
学
校（
福
井
県
）

　
　
　
藤
島
高
等
学
校（
福
井
県
）

第
28
回
風
花
随
筆
文
学
賞
（
同
賞
実
行
委
員

会
主
催
）
の
授
賞
式
が
、
令
和
７
年
３
月
９
日

（
日
）
に
福
井
県
立
図
書
館
多
目
的
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
文
学
賞
は
、
福
井
県
出

身
の
芥
川
賞
作
家
津
村
節
子
氏
の
随
筆
「
風
花

の
街
か
ら
」
に
ち
な
ん
で
平
成
９
年
度
に
創
設

さ
れ
た
賞
で
、
毎
年
、
国
内
外
か
ら
多
く
の
作

品
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
当
財
団
で
は
、
文

化
・
芸
術
を
愛
す
る
県
民
風
土
を
高
め
る
顕
彰

事
業
と
し
て
特
別
協
賛
し
、「
げ
ん
で
ん
ふ
れ

あ
い
福
井
財
団
賞
」
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。
今

回
は
、
一
般
の
部
で
渡
辺�

誠
二
さ
ん
、
高
校

生
の
部
で
笹
野�

京
愛
さ
ん
の
お
二
人
が
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

※入賞作品は、「風花随筆文学賞」HP（福井県ふるさと文学館HP内）
に掲載されています。� �
又、作品集をご希望の方は、実行委員会事務局（福井県ふるさと�
文学館内 ☎0776－33－8866）までお問い合わせ下さい。

受賞者、来賓、審査委員及び実行委員の皆さん

第
28
回 

風か
ざ

花は
な

随
筆
文
学
賞

笹野 京愛 さん
（仁愛女子高等学校）

渡辺 誠二 さん
（福岡県）

「
笑
う
よ
う
に
、歌
う
よ
う
に
。」

高
校
生
の
部

「
機
窓
か
ら
」

一
般
の
部

《
げ
ん
で
ん
ふ
れ
あ
い
福
井
財
団
賞
》
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桜
の
花
が
散
り
始
め
、
春
の
暖
か
い
陽
が

さ
す
頃
私
は
生
ま
れ
た
。
笑
う
よ
う
に
、
歌

う
よ
う
に
声
を
上
げ
て
生
ま
れ
た
。
あ
の
日

に
私
は
父
と
母
と
出
会
っ
た
。
運
命
と
も
言

え
る
出
会
い
だ
。
出
会
っ
た
日
の
こ
と
は
覚

え
て
な
い
け
れ
ど
。

あ
れ
か
ら
十
五
年
。
今
日
は
四
月
十
四
日
。

十
五
回
目
の
誕
生
日
だ
。
で
も
普
通
の
平
日
。

朝
、
母
に
「
お
め
で
と
う
」
と
言
わ
れ
て
も

私
は
無
視
だ
っ
た
。

気
が
つ
け
ば
私
は
母
に
「
わ
か
っ
て
る
っ

て
ば
」、「
知
っ
て
る
し
」
と
強
く
あ
た
る
よ

う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
明
ら
か
に
「
あ
り
が

と
う
」
の
数
も
減
っ
た
。
成
績
が
落
ち
て
母

に
声
を
か
け
ら
れ
た
時
も
、「
わ
か
っ
て
る
、

邪
魔
し
な
い
で
」
と
言
い
、
応
援
し
て
く
れ

て
い
る
の
に
素
直
に
受
け
止
め
ら
れ
な
か
っ

た
。
で
も
母
の
応
援
が
な
い
と
勉
強
も
部
活

も
頑
張
れ
な
い
。
学
校
で
困
っ
た
こ
と
が

あ
っ
て
思
わ
ず
涙
が
こ
ぼ
れ
た
時
、
終
始
態

度
が
悪
い
私
に
し
っ
か
り
向
き
合
っ
て
く
れ

た
。
朝
の
支
度
も
ご
飯
も
洗
濯
も
母
が
い
な

い
、
な
ん
て
考
え
ら
れ
な
い
し
、
母
が
い
な

い
と
生
き
ら
れ
な
い
く
せ
に
。

母
が
私
を
産
ん
で
く
れ
た
か
ら
今
の
生
活

が
あ
る
。
嬉
し
い
、
悲
し
い
、
辛
い
、
楽
し

い
経
験
が
で
き
る
の
も
母
が
産
ん
で
く
れ
た

か
ら
。
十
月
十
日
私
を
大
切
に
守
り
、
十
五

年
前
の
あ
の
日
私
を
命
懸
け
で
産
ん
で
く
れ

た
母
。
だ
か
ら
言
い
た
い
、「
産
ん
で
く
れ

て
あ
り
が
と
う
」
と
。
で
も
言
え
な
い
。
照

れ
く
さ
い
。

で
も
今
日
言
わ
な
い
と
後
悔
す
る
。
ち
ょ

う
ど
十
五
年
前
の
今
日
、
私
は
生
ま
れ
た
。

だ
か
ら
伝
え
る
。

緊
張
で
母
の
元
に
行
く
足
が
震
え
た
。
心

臓
の
音
が
身
体
中
で
こ
だ
ま
し
た
。

「
ね
え
マ
マ
、
産
ん
で
く
れ
て
あ
り
が
と

う
。」

と
ぽ
つ
り
。
す
る
と
に
っ
こ
り
し
て

「
生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
あ
り
が
と

う
。」
と
母
。

新
し
い
風
が
私
と
母
の
横
を
通
り
す
ぎ
た
。

そ
ん
な
優
し
い
母
の
言
葉
に
涙
が
出
て
き
た
。

こ
の
日
を
境
に
私
の
誕
生
日
は
少
し
変
わ
っ

た
。「

生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」

と
言
わ
れ
る
と
は
思
っ
て
も
い
な
か
っ
た
。

や
っ
ぱ
り
母
は
優
し
い
。
私
は
あ
ん
な
に
強

く
母
に
あ
た
っ
て
い
る
の
に
。
い
つ
で
も
応

援
し
て
く
れ
る
母
は
私
に
と
っ
て
憧
れ
だ
。

私
は
今
、
助
産
師
を
目
指
し
て
い
る
。
な

か
な
か
自
分
の
将
来
の
夢
な
ど
見
つ
け
ら
れ

な
か
っ
た
私
に
夢
が
で
き
た
。
そ
れ
は
や
は

り
「
産
ん
で
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」
の
魔
法

の
お
か
げ
だ
。
私
は
生
命
の
誕
生
に
携
わ
り
、

今
度
は
「
生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
あ
り
が
と

う
」
と
伝
え
た
い
。
限
り
な
い
世
界
の
入
り

口
で
生
ま
れ
て
き
て
く
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
に
。

母
が
命
懸
け
で
私
を
産
ん
で
く
れ
た
あ
の

日
。
感
謝
を
伝
え
合
う
誕
生
日
は
私
に
と
っ

て
と
て
も
特
別
だ
。
自
分
が
生
ま
れ
た
日
の

こ
と
は
思
い
出
し
た
く
て
も
決
し
て
思
い
出

す
こ
と
は
で
き
な
い
。
少
し
寂
し
い
が
や
っ

ぱ
り
母
と
父
に
出
会
え
た
喜
び
が
大
き
い
。

そ
し
て
今
年
の
誕
生
日
も
私
を
産
ん
で
く

れ
た
母
に
感
謝
を
伝
え
た
。
少
し
照
れ
く
さ

か
っ
た
け
ど
あ
の
日
の
母
の
痛
み
を
想
像
し

て
、「

ね
え
マ
マ
、
産
ん
で
く
れ
て
あ
り
が
と

う
」

と
。
そ
し
て
笑
顔
で

「
生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」

と
母
。
二
人
の
時
間
は
ゆ
っ
く
り
と
流
れ
た
。

終
始
私
は
恥
ず
か
し
か
っ
た
け
れ
ど
、
二
人

の
目
は
潤
ん
で
い
た
。

桜
の
花
が
散
り
始
め
、
春
の
暖
か
い
陽
が

さ
す
頃
私
は
生
ま
れ
た
。
笑
う
よ
う
に
、
歌

う
よ
う
に
声
を
上
げ
て
生
ま
れ
た
。
あ
の
日

に
私
は
母
と
父
と
出
会
っ
た
。
運
命
と
も
言

え
る
出
会
い
を
し
た
。
出
会
っ
た
日
の
こ
と

は
覚
え
て
な
い
け
れ
ど
。

笹
野 

京
愛
さ
ん

（
福
井
県
　
仁
愛
女
子
高
等
学
校
）

優
秀
賞
・
げ
ん
で
ん
ふ
れ
あ
い
福
井
財
団
賞

「
笑
う
よ
う
に
、
歌
う
よ
う
に
。」

高校生の部

第 28 回
風花随筆文学賞

入賞作品
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福
井
県
教
育
博
物
館

施
設
の

ご
紹
介

坂井市

県
内
の
文
化
的
施
設
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

福
井
県
教
育
博
物
館
は
、
旧
春
江
工
業
高

校
の
校
舎
を
利
用
し
、�

平
成
29（
２
０
１
７
）

年
４
月
15
日
に
開
館
し
た
、
全
国
で
も
数
少

な
い
、
教
育
に
特
化
し
た
博
物
館
で
す
。
館

内
で
は
、
福
井
県
の
教
育
の
歴
史
や
、
福
井

ゆ
か
り
の
教
育
者
、
教
科
書
の
歴
史
な
ど
を

様
々
な
資
料
や
映
像
と
と
も
に
展
示
、
紹
介

し
て
い
ま
す
。
資
料
を
直
接
手
に
取
っ
て
見

る
こ
と
が
で
き
る
ハ
ン
ズ
オ
ン
展
示
を
可
能

な
限
り
導
入
し
、「
誰
も
が
親
し
み
や
す
く
、

感
動
で
き
る
博
物
館
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

常
設
展
示
で
は
、「
教
育
ふ
く
い
の
歴
史
」

「
福
井
ゆ
か
り
の
教
育
者
」「
教
科
書
の
歴

史
」「
な
つ
か
し
の
学
び
舎
」
の
４
つ
の
テ
ー

マ
で
資
料
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

「
教
育
ふ
く
い
の
歴
史
」
で
は
、
幕
末
か

ら
戦
後
ま
で
の
本
県
の
教
育
の
歴
史
を
主
に

県
内
の
学
校
に
残
っ
て
い
た
様
々
な
資
料
を

使
っ
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。
明
治
期
に
三
国

町
に
あ
っ
た
龍
翔
小
学
校
の
木
造
模
型
も
展

示
し
て
い
ま
す
。

「
福
井
ゆ
か
り
の
教
育
者
」で
は
、イ
チ
ョ

ウ
の
精
子
を
発
見
し
、
世
界
に
認
め
ら
れ
た

平
瀬
作
五
郎
を
は
じ
め
、
橋
本
左
内
、
グ
リ

フ
ィ
ス
、
橋
本
進
吉
、
藤
野
厳
九
郎
な
ど
、

福
井
県
ゆ
か
り
の
教
育
の
先
人
を
貴
重
な
資

料
と
と
も
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。

「
教
科
書
の
歴
史
」
で
は
、
明
治
初
期
か

ら
現
代
ま
で
の
代
表
的
な
教
科
書
を
展
示
し
、

学
校
で
使
用
し
た
教
科
書
を
手
に
と
っ
て
閲

覧
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

「
な
つ
か
し
の
学
び
舎
」
で
は
、　

昭
和

30
年
代
の
教
室
を
再
現
し
、
ジ
オ
ラ
マ
や
当

時
の
写
真
、
教
材
・
教
具
な
ど
を
紹
介
し
、

懐
か
し
い
学
校
の
思
い
出
に
触
れ
、
愛
着
を

深
め
ら
れ
る
展
示
に
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
南
部
陽
一
郎
や
大
森
房
吉
な
ど
、
福
井

が
生
ん
だ
科
学
者
を
紹
介
す
る
「
科
学
の
小

径
」。
明
治
か
ら
現
在
ま
で
約
１
万
６
０
０

０
冊
の
教
科
書
を
配
架
し
、
調
べ
た
い
教
科

書
を
手
に
取
り
み
る
こ
と
が
可
能
な
「
教
科

書
閲
覧
室
」
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

ま
た
、「
特
別
展
示
室
」
で
は
、
調
査
研

究
し
た
成
果
を
展
示
す
る
企
画
展
・
特
別
展

を
年
３
~
４
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
４

月
か
ら
６
月
に
か
け
て
は
、
朝
の
ド
ラ
マ
で

話
題
と
な
っ
た
「
や
な
せ
た
か
し
」
の
生
涯

や
掲
載
さ
れ
て
い
る
教
科
書
、
直
筆
の
イ
ラ

ス
ト
な
ど
の
資
料
を
紹
介
す
る
特
集
展
示
を

開
催
し
、
多
く
の
来
館
者
が
訪
れ
ま
し
た
。

６
月
か
ら
は
特
別
展
「
休
み
時
間
と
遊
び
の

空
間
」、
９
月
か
ら
は
企
画
展
「
教
科
書
で

見
る
昭
和
１
０
０
年
」
を
開
催
中
で
す
。

教
育
博
物
館
に
は
、
学
校
の
児
童
生
徒
、

家
族
や
個
人
の
方
だ
け
で
な
く
、
公
民
館
や

地
域
団
体
、
福
祉
施
設
、
企
業
、
大
学
関
係

な
ど
、
県
内
外
か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ
ま
す
。

来
館
者
は
母
校
の
変
遷
を
調
べ
た
り
、
学
ん

だ
教
科
書
を
手
に
取
り
学
校
生
活
を
懐
か
し

ん
だ
り
し
て
い
る
姿
も
見
ら
れ
ま
す
。
大
型

連
休
や
学
校
の
長
期
休
業
中
に
は
参
加
型
の

ア
ー
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
映
画
上
映
会
も

行
っ
て
い
ま
す
。
揚
げ
パ
ン
な
ど
懐
か
し
い

学
校
給
食
の
販
売
、
コ
カ
リ
ナ
コ
ン
サ
ー
ト
、

企
画
展
・
特
別
展
関
連
講
演
会
な
ど
、
多
様

な
イ
ベ
ン
ト
や
講
座
を
開
催
し
、
多
く
の
方

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

当
館
は
、
令
和
８
年
に
開
館
10
年
を
迎
え

ま
す
。
こ
の
10
年
間
に
約
３
万
点
の
資
料
を

収
集
保
存
し
、
調
査
研
究
を
深
め
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
そ
の
成
果
を
発
表
す
る
企
画
展

な
ど
の
開
催
は
40
回
以
上
に
及
び
ま
す
。「
来

る
た
び
に
新
し
い
発
見
が
あ
る
博
物
館
」。

そ
の
よ
う
な
魅
力
あ
る
博
物
館
に
、
ぜ
ひ
ご

来
館
く
だ
さ
い
。

（
福
井
県
教
育
博
物
館

�

館
長　

巣
守
俊
彦
）

正面玄関「二体の二宮金次郎像」

展示室A「教育ふくいの歴史」

展示室D「なつかしの学び舎」
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令
和
６
年
度
第
35
回
福
井
県
高
等
学
校
総

合
文
化
祭
（
げ
ん
で
ん
ふ
れ
あ
い
福
井
財
団

協
賛
）
が
、
令
和
６
年
６
月
か
ら
令
和
７
年

２
月
に
か
け
て
県
内
各
地
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。総

勢
約
７
５
０
０
人
の
生
徒
が
、
18
部
門

で
コ
ン
ク
ー
ル
や
各
種
大
会
に
参
加
し
、
日

頃
の
練
習
及
び
研
究
の
成
果
を
披
露
し
ま
し

た
。
本
大
会
で
の
入
賞
を
経
て
北
信
越
大
会

や
全
国
大
会
に
出
場
し
、
本
県
の
文
化
活
動

の
レ
ベ
ル
の
高
さ
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

尚
、
令
和
６
年
度
は
、
福
井
県
が
近
畿
高

等
学
校
総
合
文
化
祭
の
開
催
地
と
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
各
部
門
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た

生
徒
は
、
上
位
大
会
へ
出
場
し
ま
し
た
。

国
語
部
会

令
和
６
年
度
福
井
県
創
作
コ
ン
ク
ー
ル
が
、

９
月
10
日
（
火
）
に
鯖
江
高
校
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
随
想
、
小
説
・
文
芸
評
論
、
詩
、

短
歌
、
俳
句
の
計
５
部
門
に
２
９
０
名
の
生

徒
が
作
品
を
応
募
し
ま
し
た
。

19
名
の
審
査
員
に
よ
る
同
日
の
審
査
の
結

果
、
随
想
の
部
で
は
92
作
品
か
ら
11
作
品
が
、

小
説
・
文
芸
評
論
の
部
で
は
24
作
品
か
ら
９

作
品
が
、
詩
の
部
で
は
55
作
品
か
ら
９
作
品

が
、
短
歌
の
部
で
は
45
作
品
か
ら
９
作
品
が
、

俳
句
の
部
で
は
74
作
品
か
ら
９
作
品
が
入
賞

作
品
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
２
年
連
続
の
受
賞

と
な
っ
た
生
徒
も
い
る
な
ど
、
ど
の
作
品
に

も
思
い
が
こ
も
っ
た
も
の
ば
か
り
で
し
た
。

各
部
門
の
入
賞
者
氏
名
並
び
に
最
優
秀
賞

及
び
優
秀
賞
の
入
賞
作
品
を
掲
載
し
た
作
品

令
和
令
和
66
年
度
年
度
第第
3535
回回
福
井
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

福
井
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

集
が
作
製
さ
れ
、
入
賞
者
や
関
係
高
校
に
配

付
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
音
楽
部
会

音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
日
本
音
楽
部
会
が
、

11
月
９
日
（
土
）
に
鯖
江
市
文
化
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

９
校
（
藤
島
、
三
国
、
羽
水
、
高
志
、
福

井
、
啓
新
、
福
井
商
業
、
仁
愛
、
武
生
）
の

計
91
名
の
生
徒
た
ち
の
琴
の
演
奏
が
、
コ
ン

ク
ー
ル
形
式
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

中
川
佳
代
子
さ
ん
、
野
津
香
子
さ
ん
お
二

人
の
模
範
演
奏
の
後
、
審
査
結
果
が
発
表
さ

れ
、
藤
島
高
校
が
金
賞
、
啓
新
高
校
及
び
福

井
商
業
高
校
が
銀
賞
、
福
井
高
校
が
銅
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

金
賞
を
受
賞
し
た
藤
島
高
校
は
、
令
和
７

年
７
月
に
開
催
さ
れ
た
全
国
高
等
学
校
総
合

文
化
祭
に
出
場
し
ま
し
た
。

農
業
部
会

福
井
県
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
連
盟
第
74
回
年

次
大
会
が
、
７
月
12
日
（
金
）
に
福
井
市
の

ユ
ー
ア
イ
ふ
く
い
で
開
催
さ
れ
、
意
見
発
表

会
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。３

校
（
福
井
農
林
、
坂
井
、
若
狭
東
）
か

ら
計
１
５
０
名
の
生
徒
が
参
加
し
ま
し
た
。

意
見
発
表
会
で
は
、
自
分
の
将
来
の
夢
や

目
標
が
現
在
の
取
組
み
と
と
も
に
語
ら
れ
ま

し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
会
で
は
、
今
ま

で
の
研
究
の
成
果
を
分
か
り
や
す
く
ま
と
め
、

次
の
課
題
を
見
つ
け
、
継
続
し
て
い
く
様
子

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
上
位
入
賞
者
は
、
北
信
越
ブ

ロ
ッ
ク
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

�

工
業
部
会

令
和
６
年
度
福
井
県
工
業
学
科
課
題
研
究

発
表
会
の
審
査
会
が
、
令
和
７
年
２
月
６
日

（
木
）
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
初
は
対
面

で
の
発
表
会
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
大

雪
の
た
め
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
審
査
と
な
り
ま

し
た
。

６
校
（
坂
井
、
奥
越
明
成
、
科
学
技
術
、

敦
賀
工
業
、
若
狭
東
、
武
生
商
工
）
の
工
業

科
の
生
徒
の
発
表
が
行
わ
れ
、
坂
井
高
校
の

「
坂
井
Ｖ
Ｒ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
~
メ
タ
バ
ー
ス
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上
で
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
~
」
が
最
優
秀
賞

を
、
武
生
商
工
高
校
が
優
秀
賞
、
科
学
技
術

高
校
が
優
良
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

学
校
図
書
館
部
会

第
70
回
青
少
年
読
書
感
想
文
全
国
コ
ン

ク
ー
ル
福
井
県
審
査
が
、
10
月
25
日
（
金
）

に
武
生
商
工
高
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

県
内
22
校
か
ら
54
名
が
県
審
査
に
進
み
、

最
優
秀
賞
に
は
、
課
題
部
門
で
武
生
高
校
、

自
由
部
門
で
武
生
東
高
校
の
生
徒
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

又
、
優
秀
賞
に
は
、
課
題
部
門
で
金
津
高

校
及
び
藤
島
高
校
各
１
名
が
、
自
由
部
門
で

８
名
が
選
ば
れ
、
優
良
賞
に
は
、
課
題
部
門

で
藤
島
高
校
及
び
鯖
江
高
校
各
１
名
が
、
自

由
部
門
で
12
名
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

優
秀
作
品
集
を
掲
載
し
た
作
品
集
が
作
製

さ
れ
、
参
加
各
校
に
配
付
さ
れ
ま
し
た
。

演
劇
部
会

第
78
回
福
井
県
高
等
学
校
演
劇
祭
が
、
９

月
11
日
（
水
）
~
13
日
（
金
）
に
鯖
江
市
文

化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
11
日
午

後
か
ら
の
生
徒
実
行
委
員
会
に
続
い
て
リ

ハ
ー
サ
ル
が
行
わ
れ
、
上
演
は
12
日
及
び
13

日
の
２
日
間
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

８
校
（
羽
水
、
藤
島
、
仁
愛
、
武
生
、
北

陸
、
金
津
、
啓
新
、
福
井
商
）
す
べ
て
が
生

徒
創
作
の
舞
台
で
、
計
85
名
の
生
徒
に
よ
る
、

舞
台
を
効
果
的
に
使
っ
た
熱
演
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

劇
団
ド
リ
ー
ム
チ
ョ
ッ
プ
の
井
口
代
表
ら

３
名
の
審
査
員
に
よ
る
審
査
の
結
果
、
金
津

高
校
が
金
賞
を
、
藤
島
高
校
及
び
啓
新
高
校

が
銀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
12
月
に
開
催
さ

れ
た
第
77
回
中
部
日
本
高
校
演
劇
大
会
に
出

場
し
た
金
津
高
校
は
、
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

囲
碁
部
会

第
44
回
福
井
県
高
等
学
校
秋
季
囲
碁
大
会

が
、
10
月
27
日
（
日
）
に
藤
島
高
校
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

３
校
（
藤
島
、
福
井
南
、
羽
水
）
か
ら
計

10
名
の
生
徒
が
参
加
し
、
男
子
団
体
、
女
子

団
体
、
個
人
戦
Ａ
級
、
個
人
戦
Ｂ
級
に
分
か

れ
て
対
局
し
ま
し
た
。

男
子
団
体
、
女
子
団
体
及
び
個
人
戦
Ｂ
級

で
は
藤
島
高
校
、
個
人
戦
Ａ
級
で
は
福
井
南

高
校
の
生
徒
が
優
勝
し
ま
し
た
。

郷
土
芸
能
部
会

第
62
回
音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
、
11
月

９
日
（
土
）
に
福
井
農
林
高
校
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

越
前
町
の
太
鼓
団
体
Ｏ
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
座
明

神
の
上
坂
優
さ
ん
及
び
西
宮
大
智
さ
ん
を
審

査
員
に
お
迎
え
し
、
３
校
（
勝
山
、
北
陸
、

福
井
農
林
）
の
郷
土
芸
能
部
員
計
55
名
が
、

課
題
曲
及
び
自
由
曲
の
２
曲
の
演
奏
を
披
露

し
ま
し
た
。

福
井
農
林
高
校
は
、
令
和
７
年
７
月
に
開

催
さ
れ
た
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
に
出

場
し
ま
し
た
。
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若狭町

福
井
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

前
川
神
社
の
春
祭
り

前
川
神
社
の
春
祭
り

に
神
像
の
軸
を
掲
げ
、
神
主
（
闇
見
神
社
）

を
迎
え
て
幣
裁
ち
の
儀
式
、
盃
の
儀
式
が
あ

り
、
野
々
間
８
本
、
谷
内
４
本
、
北
前
川
12

本
の
御
幣
（
ク
シ
）
を
作
る
「
講
神
事
」
が

行
わ
れ
ま
す
。

用
意
万
端
を
整
え
て
、
例
祭
日
の
４
月
14

日
の
午
前
九
時
に
、
ま
ず
は
社
前
に
神
輿
を

出
し
、
役
員
全
員
が
そ
ろ
っ
て
、
闇
見
神
社

の
神
主
に
よ
り
神
事
が
行
わ
れ
そ
れ
ぞ
れ
無

事
を
祈
っ
て
拝
礼
し
い
っ
た
ん
散
会
。
そ
の

後
、
正
午
に
各
地
区
の
関
係
者
が
講
宿
の
セ

ン
タ
ー
に
集
合
し
、
銘
々
盃
を
酌
み
交
わ
し

て
、
午
後
１
時
過
ぎ
に
ま
ず
野
々
間
か
ら
村

立
ち
を
は
じ
め
、
順
次
15
分
お
き
に
昔
通
り

の
参
拝
順
位
を
守
り
北
前
川
、
谷
内
の
順
に

続
き
ま
す
。
村
立
ち
に
際
し
て
の
祭
礼
の
順

序
は
、榊
幣
（
ヘ
イ
サ
シ
）
を
先
頭
に
御
供
箱
、

シ
ョ
ッ
ト
（
シ
ョ
ン
ト
、
男
の
幼
児
）、
人

身
御
供
の
名
残
と
さ
れ
る
ミ
コ
リ
カ
キ
（
幼

女
）、ユ
リ
ワ（
当
屋
の
妻
）、大
御
幣（
当
屋
）

と
整
然
と
並
ん
で
進
行
。
な
お
、
ユ
リ
ワ
が

持
つ
桶
の
中
に
は
神
饌
の
蒸
飯
、
種
々
の
海

山
の
幸
を
納
め
て
い
ま
す
。
祭
礼
記
録
の
古

文
書
に
よ
る
と
か
つ
て
は
ふ
だ
ん
食
用
に
な

ら
な
い
野ト
コ
ロ老
も
入
っ
て
お
り
、
飢
饉
の
救
荒

食
や
漢
方
薬
と
し
て
も
珍
重
さ
れ
ま
し
た
。

定
刻
に
参
道
の
な
か
ほ
ど
の
御
幣
参
集
場

所
に
三
座
の
行
列
が
内
揃
い
、
互
い
に
挨
拶

を
交
わ
し
た
後
、
野
々
間
、
北
前
川
、
谷
内

の
順
に
行
列
を
整
え
、
勇
ま
し
く
「
エ
ー
オ
、

エ
ー
オ
」
の
掛
け
声
を
交
わ
し
な
が
ら
参
道

の
苔
む
し
た
石
段
を
登
り
、
社
叢
に
囲
ま
れ

た
境
内
奥
の
社
殿
へ
と
巡
幸
。
三
集
落
か
ら

御
幣
や
お
神
酒
、
鏡
餅
な
ど
が
神
前
に
う
や

う
や
し
く
供
え
ら
れ
、
神
主
に
よ
っ
て
春
季

例
大
祭
の
神
事
が
滞
り
な
く
お
ご
そ
か
に
斎

行
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
社
殿
の
縁
の
左
右
に

正
座
す
る
「
シ
ョ
ッ
ト
」
は
日
吉
山
王
に
ち

「
祭
り
は
若
狭
」

１「
祭
り
は
若
狭　

若
狭
は
三
方
郡
の
春
祭

り
」
と
い
う
言
葉
は
、
名
古
屋
で
祭
り
同
好

会
を
主
宰
し
て
い
た
医
師
で
民
俗
学
者
の

故
・
田
中
義
廣
さ
ん
が
唱
え
た
キ
ャ
ッ
チ
コ

ピ
ー
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
般
の
ひ
と
に
は

そ
れ
ほ
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
民
俗
芸
能
や
民
俗
学
の
研
究
者
に

と
っ
て
は
よ
く
膾
炙
さ
れ
た
惹
句
と
し
て
、

時
に
は
話
題
に
な
り
ま
す
。
４
月
８
日
の
若

狭
町
気
山
字
宮
本
に
鎮
座
す
る
宇
波
西
神
社

の
祭
礼
を
か
わ
き
り
に
、
旧
三
方
郡
の
あ
ち

こ
ち
で
春
季
例
大
祭
が
華
や
か
に
開
催
さ
れ

ま
す
。
そ
れ
ほ
ど
狭
隘
な
若
狭
東
部
に
は
春

祭
り
が
集
中
し
て
お
り
、
全
国
的
に
も
き
わ

め
て
珍
し
い
祭
礼
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

前
川
神
社
の
沿
革
と
あ
ら
ま
し

２さ
て
、
旧
三
方
郡
の
春
祭
り
の
な
か
で
も
、

特
に
異
彩
を
放
っ
て
い
る
の
は
、
国
道
27
号

線
沿
い
の
若
狭
町
南
前
川
字
宮
の
本
に
鎮
座

す
る
前
川
神
社
の
春
季
例
祭
神
事
で
、
当
社

に
は
宇
波
西
神
社
や
多
由
比
神
社
、
弥
美
神

社
、
織
田
神
社
の
よ
う
な
王
の
舞
や
獅
子
舞

は
奉
納
さ
れ
ず
、
当
社
特
有
の
古
風
な
例
祭

神
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

当
社
は
『
神
道
大
系
神
社
編
』
に
「
志
ニ

云
、
山
王
ノ
祠
在
北
前
川
村
」
と
あ
る
よ
う

に
、
集
落
の
中
ほ
ど
の
国
道
27
号
か
ら
長
い

参
道
を
登
っ
た
雲
谷
山
の
西
麓
に
鎮
座
し
て

お
り
、
鳥
居
の
入
り
口
に
は
明
治
43
年
に
山

口
県
新
湊
沖
で
潜
水
艇
が
殉
難
し
た
佐
久
間

勉
艇
長
の
遺
徳
を
し
の
ぶ
佐
久
間
記
念
館
が

あ
り
貴
重
な
資
料
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

祭
神
は
大
己
貴
命
、
金
山
彦
命
等
と
さ
れ
、

ほ
か
に
境
内
社
の
八
幡
神
社
や
各
字
に
祀
ら

れ
て
い
た
金
毘
羅
神
社
、
春
日
神
社
、
愛
宕

神
社
、
田
中
神
社
、
山
神
社
、
稲
荷
神
社
を

合
祀
。
椎
の
木
や
タ
ブ
ノ
キ
、
杉
な
ど
の
巨

木
に
囲
ま
れ
て
、
奥
ゆ
か
し
い
神
域
を
醸

し
出
し
、
氏
子
た
ち
の
深
い
敬
神
の
念
が

う
か
が
わ
れ
ま
す
。『
若
州
管
内
社
寺
由
緒

記
』
の
「
南
前
川
村
」
に
は
「
日
吉
山
王
新

宮
十
禅
師
ハ
大
同
元
年
坂
本
ゟよ

り

奉
勧
請　

則

北
前
川
村
兵
部
伊
賀
南
前
川
村
宮
ノ
下
権
正

　

此
者
共
勧
請
□
□
鎌
倉
殿
ゟ
御
寄
進
状
其

外
地
頭
殿
之
御
寄
進
数
多
有
之
」
云
々
と
あ

り
、
ま
た
「
北
前
川
村
」
に
は
「
日
吉
山
□

十
禅
師　

大
同
元
年
坂
本
ゟ
勧
請
之
由　

神

田
ハ
従
鎌
倉
殿
御
寄
進
状
其
外
国
司
地
頭
方

之
御
寄
進
状
数
多
有
之
候
」
と
ほ
ぼ
同
様
の

記
述
が
見
ら
れ
、
平
安
初
期
の
大
同
元
年

（
８
０
６
年
）
の
勧
請
の
一
端
が
わ
か
り
ま

す
。
な
お
、「
野
々
間
区
有
文
書
」
に
は
南

前
川
の
山
竹
五
郎
助
、
梅
木
長
七
、
宮
下
権

之
正
ら
に
よ
っ
て
近
江
国
下
坂
本
の
日
吉
山

王
宮
よ
り
勧
請
さ
れ
た
と
『
三
方
町
史
』
に

付
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
小
浜
藩
の
国
学
者
で

あ
る
伴
信
友
の
「
神
社
私
考
」
に
「
神
階
記

に
正
五
位
前
河
明
神
此
レ
也
と
云
え
り
」
と

あ
り
、
明
治
41
年
８
月
７
日
に
は
合
祀
が
図

ら
れ
両
前
川
区
の
共
同
の
氏
神
へ
と
発
展
し

て
い
く
様
子
が
わ
か
り
ま
す
。
ち
な
み
に
祭

神
の
金
山
彦
命
は
、
岐
阜
県
不
破
郡
垂
井
町

に
あ
る
南
宮
大
社
の
祭
神
で
古
代
の
製
鉄
神

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
当

地
に
も
鉄
鋼
の
鉱
山
が
あ
っ
た
の
か
も
わ
か

り
ま
せ
ん
。
近
く
の
敦
賀
市
や
美
浜
町
の
金

山
に
は
製
鉄
神
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
ど
こ

か
に
「
た
た
ら
製
鉄
」
の
痕
跡
が
残
っ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
。

前
川
神
社
の
例
祭
神
事

3大
変
奥
ゆ
か
し
い
由
緒
や
古
代
か
ら
の
歴

史
を
秘
め
て
、
当
社
の
春
季
例
大
祭
は
毎
年

４
月
14
日
に
古
式
に
の
っ
と
り
、
北
前
川
・

南
前
川
（
谷や

ち内
・
野
々
間
）
の
三
区
合
同
で

開
催
さ
れ
ま
す
。
宮
守
や
宮
総
代
、
往
時
の

宮
座
制
を
反
映
し
た
当
屋
制
に
よ
っ
て
主
当
、

脇
当
と
呼
ば
れ
る
二
人
の
当
屋
の
采
配
の
も

と
に
春
祭
り
の
神
事
は
粛
々
と
進
め
ら
れ
ま

す
。
令
和
七
年
の
今
年
も
例
年
通
り
野
々
間

は
４
月
11
日
、
谷
内
・
北
前
川
は
12
日
に
各

地
区
の
主
当
、
脇
当
が
美
浜
町
久
々
子
の
海

岸
で
禊
の
垢こ

り離
か
き
の
神
事
か
ら
祭
り
が
開

始
さ
れ
、翌
日
の
12
日
に
は
各
区
の
当
屋（
現

在
は
集
落
セ
ン
タ
ー
）
に
集
合
し
て
、
座
敷
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な
み
「
オ
サ
ル
サ
ン
」
と
も
呼
ば
れ
ま
す
が
、

こ
の
少
年
の
役
は
敦
賀
市
刀
根
の
氣
比
神
社

の
「
正
殿
」（
シ
ョ
ウ
ド
ン
）
や
美
浜
町
宮

代
の
弥
美
神
社
の
春
祭
り
に
も
「
幣
差
し
」

と
し
て
登
場
し
、
民
俗
学
上
は
「
ヒ
ト
ツ
モ

ノ
」と
さ
れ
て
い
ま
す
。『
日
本
民
俗
事
典
』

（
弘
文
堂
）
に
は
「
祭
礼
に
出
る
特
別
な
扮

装
の
児
童
で
、
お
そ
ら
く
神
霊
の
憑よ

り

坐ま
し

か
ら

発
展
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
」
と
さ
れ
、

歴
史
上
古
く
は
宇
治
離
宮
八
幡
の
祭
礼
を
叙

述
し
た『
中
右
記
』長
承
２
年（
１
１
３
３
）

５
月
条
に
「
一
物
」
が
通
っ
た
と
あ
り
、
以

後
『
春
日
神
社
若
宮
祭
礼
記
』『
醍
醐
雑
事

記
』『
法
隆
寺
別
当
次
第
』『
多
聞
院
日
記
』

な
ど
に
現
れ
て
い
る
」（
萩
原
龍
夫
）
と
の

説
明
が
あ
り
ま
す
。
い
か
に
当
社
の
祭
礼
が

古
式
に
の
っ
と
っ
た
も
の
で
あ
る
か
が
よ
く

わ
か
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
ち
な
み
に
、

当
社
の
祭
礼
は
昭
和
49
年
（
１
９
７
４
）
に

「
前
川
神
社
の
例
祭
神
事
」（
管
理
者　

前

川
神
社
例
祭
神
事
保
存
会
）
と
し
て
福
井
県

の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
も
来
春
は
一
度
祭
り
見
学
に

お
い
で
く
だ
さ
い
。

（
日
本
地
名
研
究
所

�

所
長　

金
田
久
璋
）

参
考
文
献

・�

大
塚
民
俗
学
会
編
『
日
本
民
俗
事
典
』

弘
文
堂
、
１
９
７
２

�・�

谷
川
健
一
編
『
日
本
の
神
々 

神
社
と

聖
地 

８
北
陸
』　

白
水
社
、
２
０
０
０

・『
三
方
町
史
』　

三
方
町
、
１
９
９
０

□谷内のオハケ

○北前川の巡行○馬場揃いの儀、大御幣とマコモの茣蓙

○社殿左に北前川、右に谷内のショットとヘイサシ、ユリワの女性が昇殿する □谷内のヘイサシとショットの幼女

□�マコモの茣蓙の上にすえた御幣をもつ�
谷内のヘイサシ

○野々間のオハケ ○北前川のオハケ（神霊の依
よりしろ

代）

写
真
撮
影
：
○
は
吉
田
俊
雄
さ
ん
、
□
は
南
前
川
区
提
供
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次
世
代
音
楽
家
応
援
コ
ン
サ
ー
ト

次
世
代
音
楽
家
応
援
コ
ン
サ
ー
ト

次
世
代
音
楽
家
応
援
コ
ン
サ
ー
ト
が
、
令
和
７
年
３
月
23

日
（
日
）
に
敦
賀
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
敦
賀
か
ら
音
楽
大
学
な
ど
に
進
学
し
、
各
種

コ
ン
ク
ー
ル
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
学
生
や
生
徒
に
地
元

で
演
奏
す
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
敦
賀
市
民

文
化
セ
ン
タ
ー
と
音
楽
愛
好
団
体
「
ク
ラ
シ
ッ
ク
敦
賀
」
が

企
画
し
た
も
の
で
、
今
回
で
３
回
目
の
開
催
で
し
た
。

将
来
の
活
躍
が
有
望
視
さ
れ
る
中
学
生
や
、
す
で
に
若
手

演
奏
家
と
し
て
注
目
さ
れ
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
の
共
演
経
験

が
あ
る
学
生
な
ど
が
一
堂
に
会
す
る
演
奏
会
は
、
出
演
者
そ

れ
ぞ
れ
が
刺
激
し
合
い
、
交
流
の
幅
を
大
き
く
広
げ
る
機
会

に
も
な
り
、
地

域
の
音
楽
文
化

の
振
興
に
大
変

有
意
義
な
も
の

と
な
り
ま
し
た
。

会
場
を
訪
れ

た
方
か
ら
は
、

出
演
学
生
の

各
々
の
レ
ベ
ル

が
年
々
高
ま
っ

て
お
り
、
彼
ら

の
成
長
ぶ
り
を

見
る
の
が
楽
し

み
、
と
い
う
声

が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。 越

前
若
狭
の
文
化
活
動

越
前
若
狭
の
文
化
活
動

沓
見
御
田
植
祭

沓
見
御
田
植
祭

敦
賀
市
沓
見
に
伝
わ
る
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の
沓
見

御お

田た

植う
え

祭ま
つ
りが

、
令
和
７
年
５
月
５
日
（
月
）
に
信し

露ら

貴き

彦ひ
こ

神

社
（
男
宮
）、
久く

豆つ

弥み

神
社
（
女
宮
）、
沓
見
区
内
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
の
祭
り
は
、
平
安
時
代
が
は
じ
ま
り
と
さ
れ
る
歴
史
の

あ
る
行
事
で
す
。

伝
統
衣
装
を
ま
と
っ
た
各
神
社
の
行
列
が
「
ヤ
ー
ホ
ー
、

ハ
イ
ヤ
ー
」
と
気
勢
を
上
げ
な
が
ら
、
二
つ
の
神
社
の
間
を

行
き
来
し
、
子
ど
も
た
ち
の
王お

の
舞ま

い

、
獅
子
舞
の
奉
納
や
、

諸も
ろ

戸と

衆し
ゅ
う

に
よ
る
農
具
の
エ
ブ
リ
と
苗
に
見
立
て
た
杉
の
葉
を

使
っ
て
田
植
え
の
様
子
を
表
現
し
た
芸
能
を
奉
納
し
て
五
穀

豊
穣
を
祈
願
し
ま
す
。
最
後
に
は
馬ば

ん

場ば

と
呼
ば
れ
る
場
所
で
、

互
い
の
祭
神
が
宿
る
御ご

幣へ
い

を
勢
い
よ
く
何
度
も
合
わ
せ
て
、

祭
り
を
終
え
ま

し
た
。

御
幣
の
紙し

垂で

は
、
玄
関
先
な

ど
に
飾
る
と
無

病
息
災
や
豊
作

の
御
利
益
が
あ

る
と
さ
れ
て
お

り
、
地
元
の
住

民
た
ち
は
、
手

に
手
に
家
に
持

ち
帰
っ
て
い
き

ま
し
た
。

福
井
県
日
本
舞
踊
連
盟

福
井
県
日
本
舞
踊
連
盟

創
立
創
立
2020
周
年
記
念
「
舞
踊
公
演
」

周
年
記
念
「
舞
踊
公
演
」

福
井
県
日
本
舞
踊
連
盟
の
創
立
20
周
年
記
念
「
舞
踊
公

演
」
が
、
令
和
７
年
５
月
25
日
（
日
）
に
鯖
江
市
文
化
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
県
内
の
各
流
派
が
一
堂
に
会
す

る
こ
の
企
画
は
、
会
員
減
少
や
コ
ロ
ナ
渦
の
影
響
で
各
団
体

の
公
演
開
催
が
難
し
く
な
る
中
、
あ
ら
た
め
て
日
本
舞
踊
の

魅
力
や
奥
深
さ
を
味
わ
っ
て
も
ら
お
う
と
７
年
振
り
に
開
催

さ
れ
た
も
の
で
す
。

常
磐
津
「
廓
八
景
」
や
長
唄
「
藤
娘
」「
俄
獅
子
」
な
ど
、

８
社
中
の
舞
踊
家

が
、
か
つ
ら
や
本

衣
装
を
身
に
ま
と

い
、
美
し
く
華
や

か
な
舞
台
12
演
目

を
披
露
し
ま
し
た
。

又
、
北
陸
新
幹
線

県
内
開
業
を
記
念

し
て
作
ら
れ
た

「
組
曲
福
井
」
が
、

県
内
の
邦
楽
家
の

演
奏
に
合
わ
せ
発

表
さ
れ
ま
し
た
。

モ
ダ
ン
ダ
ン
ス

と
の
共
演
な
ど
、

和
と
洋
が
融
合
し

た
創
作
舞
踊
に
、

来
場
者
か
ら
は
盛

ん
な
拍
手
が
送
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

県
内
の
様
々
な
文
化
団
体
等
の
活
動
に
助
成
・
協
賛
を
行
い
ま
し
た
。
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事業名／主催者名 期　　日 場　　所

第44回福井県市町文協選抜美術展
鯖江市文化協議会 9月12日（金）〜 14日（日） 鯖江市嚮陽会館

第77回煎抹各流大茶会
福井県茶道連盟　和光会 9月27日（土）～ 28日（日） 福井新聞社（福井市）

第34回福井県市町文協選抜芸能祭
あわら市文化協議会 9月28日（日） グランディア芳泉（あわら市）

笑福亭喬若のなるほど落語12ケ月
若狭小浜ちりとて落語の会

毎月第1土曜日
（日曜日開催の月があります） はまかぜプラザ（小浜市）

第53回福井県川柳大会
番傘ばんば川柳社 10月8日（水） アオッサ（福井市）

第18回邦楽ふれあいフェスティバル
邦楽ふれあいフェス実行委員会 10月18日（土） ハーモニーホールふくい（福井市）

日本の秋IN古民家
Ｔミュージックファクトリー

10月19日（日）
令和8年3月22日（日） 仮屋楯三郎太夫家住宅（若狭町）

福井国際フェスティバル2025
（公財）福井県国際交流協会 10月19日（日） 福井県国際交流会館（福井市）

REINAN国際交流のつどい2025
（公財）福井県国際交流協会 10月26日（日） プラザ萬象（敦賀市）

パレア若狭開館20周年記念 今川裕代 オーケストラコンサート
パレア若狭 10月26日（日） パレア若狭（若狭町）

創立20周年記念合唱団清ら第15回定期演奏会
合唱団　清ら 11月9日（日） 大野市文化会館

スペインからの便り クリスマスガラコンサート
Ｔミュージックファクトリー

11月16日（日）
12月21日（日） パレア若狭（若狭町）

第19回げんでんふるさと大賞2025写真コンテスト入賞作品展
（公財）げんでんふれあい福井財団 11月16日（日）～ 30（日） げんでんふれあいギャラリー（敦賀市）

第16回ファミリーのためのコンサート2025
越前町民混声合唱団 11月30日（日） 越前町多目的ホール

（カメリアホール）

鯖江人形浄瑠璃「近松座」旗揚げ20周年記念公演
鯖江人形浄瑠璃「近松座」 12月7日（日） 鯖江市文化センター

第10回永平寺町みんなの第九コンサート
みんなの合唱団コールフロイデ 12月14日（日） 福井県立大学 福井キャンパス

（永平寺町）

第32回若狭小浜第九演奏会
小浜第九実行委員会 12月14日（日） 小浜市文化会館

第42回ふるさとの花をいける水仙いけ花展
福井県華道協会

令和8年
1月23日（金）～ 26日（月） 福井新聞社（福井市）

越のルビーアーティストバンク登録オーディション
（公財）福井県文化振興事業団 1月25日（日） ハーモニーホールふくい（福井市）

冬のマーチングバンド・バトンふれあいフェスティバル
ビートセッション2026
冬のマーチング・バトンふれあいフェスティバル
ビートセッション実行委員会

2月8日（日） アオッサ（福井市）

パレア若狭ミュージカル メモリアルコンサート
パレア若狭 3月1日（日） パレア若狭（若狭町）

第４回次世代音楽家応援コンサート
敦賀市民文化センター 3月22日（日） 敦賀市民文化センター

今後、開催される財団の助成事業・協賛事業などをご紹介します。
期日等は変更される場合がありますので、入場・参加を希望される場合は事前にご確認下さい。各事業に関するお問合せは、
当財団事務局（0770-21-0291）まで。

令和 7 年度 助成事業・協賛事業の日程
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⬆HPは
　コチラ

https://w
w

w
.genden.or.jp

●部　　門　一般の部、高校生の部の２部門

●応募資格
　①�福井県内に在住又は学校・勤務先が福井県内であ

ること。
　②�写真の専門家（プロカメラマン）ではないこと。
　③中学生以下の方はご応募頂けません。

●作品の規格等
　�カラー・モノクロで四ツ切、又は四ツ切ワイドの�
単写真

　応募点数は、お一人３点以下とします。
　�その他詳細は、当財団HP又は応募チラシをご覧下さい。

●締　　切　令和７年10月３日（金）【必着】

●賞 金 等
　�ふるさと大賞１点（一般20万円）、ふるさと賞１点
（高校生５万円）、優秀賞（一般２点10万円、高校
生２点3万円）、協賛社賞３点（一般  記念品）、入
選（一般15点、高校生 若干 記念品）� �
※高校生は図書カードとなります。

●応募方法
　�所定の応募用紙を作品の裏に貼り、以下の①②のい
ずれかにご提出下さい。応募用紙は、以下の①②に
配置しているチラシの裏面にあります。当財団HP
からもダウンロードできます。

●応 募 先
　①公益財団法人 げんでんふれあい福井財団
　②福井県カメラ商組合店、県内フジカラー取扱店

●審 査 員　写真家 水谷内健次さん他７名

●主催・お問合せ先
　公益財団法人 げんでんふれあい福井財団
　〒914-0051　敦賀市本町2-9-16
　☎0770-21-0291（平日9:00 〜 17:00）�

俳優で気象予報士の石原良純さんをお招きし、講演会を開催します。
入場は無料です。たくさんの方々のお申込みをお待ちしています。

●日　　時　令和７年10月18日（土）14:00開始
●講　　師　石原良純さん（俳優、気象予報士）
●演　　題　石原良純、大いに語る!! 石原家の家族愛＆自然への想い
●会　　場　きらめきみなと館小ホール（敦賀市桜町）
●対　　象　福井県内に在住又は学校・勤務先が福井県内であること
●定　　員　230名
●お申込み方法　�往復はがきの往信裏面に「①お名前、②郵便番号、③ご住所、

④お電話番号、⑤講演会を何でお知りになったのか（チラシの
場合は入手先）」を、返信表面に「郵便番号、ご住所、お名前」
を記載して、下記の申込み先までお送り下さい。

　　　　　　�お申し込みは、往復はがき１枚につき１名と致します。往復は
がき以外でのお申込みは、無効と致しますので、ご了承下さい。

●申込期限　�令和７年10月３日（金）【必着】� �
※応募者数が230名に達した場合は、受付期間中でも締め切らせて頂きます。

公益財団法人 げんでんふれあい福井財団�
〒914-0051 敦賀市本町2-9-16 　☎0770-21-0291（平日9:00 〜 17:00）

お申込み先
お問合せ先

げんでんふれあい講演会
入場者募集

入場
無料

▲詳細はコチラ

▲詳細はコチラ

   第19回げんでんふるさと大賞2025写真コンテスト 作品募集 出品無料


